墓地や葬送の変化と人口10万以上都市の公営墓地・火葬場等に関する動向 : 「墓地・火葬場に関する動向調査」から by 槇村, 久子 & MAKIMURA, Hisako
墓地や葬送の変化 と人口10万 以上都市の
　　　公営墓地 ・火葬場等に関する動向





婚化など様々な要因と絡み合いなが ら、墓地 ・火葬場の形態は変化 を続けるよ
うに見 える。さらに、時代の流れとともに移 り行 くライフスタイルと価値観の
多様化は、人々の葬送の意識にまで及び、一部には葬送の形態にまで変化が及
んできている。
　2000年4月 から施行 された 「地方分権一括法」により、「墓地、埋葬等に関す
る法律」(墓埋法)に 関する事務のすべてが市町村の本来の事務 として取 り扱わ
れ るようになった。加 えて、公共施設の管理に関し、2002年9月 に地方自治法
の一部が改正 され 「公の施設」の管理が民間に広 く開放 される指定管理者制度
が整備 された。墓地 と火葬場もこの指定管理者制度の対象 となっている。また
一方では、地方分権の推進 と平行 して市町村の合併が急速に進め られつつあり、




方々にアンケー トによる調査 を実施 したものである。現場で肌で感 じる変化と、















○調査票の構成/質 問数:15質 問　Q1担 当部署　Q2公 営墓地の有無　Q　3公 営
　墓地の概要　Q4墓 地の付属施設　Q5今 後の墓地需要　Q6墓 地需要の対応策
　Q7合 葬墓の設置　Q8有 期限使用　Qg有 期限使用の年数　Q10自 然葬　Q11火
　葬場の有無　Q12斎 場の付属　Q13火 葬場の新設 ・改修　Q14市 民 アンケー ト
　調査の有無　Q15自 由意見　　(Q1・1,Q1-2,　Q1-3)は 「平成17年 全国市町村要
　覧;市 町村自治研究会編集」のデータによる。調査票は後ろに添付。
　調査結果
Q1　 墓地及び火葬場 を担当 してい る部局 ・課室名(都 道府県名)
地域別で は、北海道43%、 東北8.1%、 関東30.3%、 北陸3.3%、 中部16.6%、 近
畿14.2%、 中国7.6%、 四国4.3%、 九州 ・沖縄11.4%で ある。







①公営墓地の箇所数は、1ヵ 所以上5ヵ 所未満が61.8%、5ヵ 所以上10ヵ 所未満
22.4%、20カ 所以上も5.9%あ る。
②墓園の合計面積は、5ha未満が30.3%、10ha以 上50ha未 満が38.8%、100ha以 上
も5.9%あ る。

















需要の一部 を担 う」3.5%と 、3割 は新 しいシステムの導入も考えられている。






墓地循環利用システムとして墓地の有期限使用 も、3.3%が 既に実施 しているが、
まだ導入 していないところが83.9%で ある。検討 している、0.9%、 検討 したい
と考えている2.4%と 兆 しは見えている。
Q9　 仮に 「有期限使用」とするなら、何年が適当と考えるか
では、仮 に有期限使用とするなら何年が適当だと考 えられているのか。15年 未









一方 「墓地形態の多様性を認めるべきである」が21.5%と 、これは 「個人の問題
領域である」27.9%と 考える担当者もある。
Q11火 葬場の有無について





























　以上の自由記述のキーワー ドか ら、墓地 ・火葬場の形態の変化および葬送意



















































































市営墓地の建設 に対 して、一方で は民 間墓地 に空 き区画 がある
墓地用地の確保が困難
























火葬場 は公営が望 ましい、 しか しなかなか設置で きない
火葬場の用地確保の困難性
(社)地 方行財政調査 会 「都 市の墓地管理 に関する調査」(H18年2月9日)
民間霊園と寺院墓との共存の政策誘導が必要
墓地葬送の意識の変化に対する現代的な方向性に期待












墓地需要や民営墓地 の供給等 を調査 し、新 しく墓地政 策を策定 したい、そ






















■増大すると思う　 山 『　一 　 一 一一







に増えない」と答 えているの も40.3%で 、
合わせると91.6%が 墓地需要が発生すると
考えている。(図表1)
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は 「検討中」を含め33.3%あ り、3都 市に1
都市が設置の方向にある。(図表2)














































































































　 高 齢化 率 が15%未 満 の都 市 で は合葬 墓
(合 祀 墓 、共 同墓)を 設置 して い る団体 は
13.3%、 検討 中は20.0%。15%以 上20%未 満
の都市で は設置 してい るのが3.6%、 検討 中
は13.4%。20%以 上25%未 満都市 で は設置
してい るのが7.0%、 検討中は7.0%。25%以
上の都市では設置 しているのは0%、 検 討中
も0%で ある。つ ま り高齢化率の低い都市で























































































































































































































































様 性 を認 め るべ き」 が13.3%、15%以 上
20%未 満 が24.1%、20%以 上25%未 満 が
27.0%で ある。25%以 上 は11.1%で あるが、
高 齢化 率 の高 いほ ど、 「自然葬」 の よ うな
「墓地形態の 多様性 を認 め るべ きで ある」 と
考 え られてい る。 それは、高齢化 率が高い
ほ ど、今後の墓地 の承継 者 が困難 にな るこ
とか ら、新た な墓地形 態や システムでの対
応が考 えられていると思われ る。(図 表5)
「高齢化 率」と「自然葬についてどう思われますか」の 関係
選択項 目



































































































回Fes'Cコー.　　(合計 一無同 答〕　　 233 15 137 63 18 0
○墓地需要 と合葬墓の設置について
「貴市における今後の墓地需要について」と「合葬墓(合祀墓、共同墓)を設
















検討中である 14 6 0
いいx 79 72 4
はい 5 4 0
い る市で合 葬墓(合 祀 墓 、共 同墓)の
設 置 を 「検 討 中 で あ る」の は14.3%、
「そん なに増 えない と思 う」市 は7.3%、
「横 ばい か減少方 向に向 か うと思 う」市
は13.3%で ある。すで に設置 してい るの
は全 体で5.0%で あるが、 これ だけでは
墓地 需要 が増 大す るか ら合葬 墓 を設 置
































































































「墓 地の 多様 性 を認 め る」 が21.5%、




増大すると思 う」 と 「横ばいか減少方
向に向かう」と答えた団体は、「墓地形













人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
はい 10 5.0'0 5 5.1,"04 4.9% 1 6.7% 0 0.0%
いいえ 167 83.9%79 80.6'072 87.8% 12 80.0% 4 100.09'0
検討中である 22 11.19'014 14.3% 6 7.3% 2 13.3 0 0.0%
無回答 12 一 1 一 3 一 2 一 6 一
合計 211100.0 99100.0%85100.0%17100.0 10100.00









































　公益性 を優先 させた墓地より、儲けを優先 に考 えた営利 目的の申請が多数見
















・当市の斎場 に関 しましては、四市複合事務組合(舟 橋市、習志野市、八千代
市、鎌ヶ谷市)の 四市 をもって構成 され、事務の内容は、斎場の設置及び整
備、管理及び運営に関することを組合で行っています。現在は馬込斎場(舟
橋市)を 使用 していますが、構成市の人口増などにより火葬炉1基1日 当たり
の火葬件数がすでに飽和状態に近づいてお り、平成16年 度には、既存施設内
に3基 火葬炉を増設(合 計15基)し ましたが、この増設 をもってしても、高
















・老朽化のため、現在建設中(平 成19年 度化稼動予定)。(埼 玉県春 日部市)
・墓地の経営の許可は自治体 ごとに許可の基準が異なっており、自治体の特殊









・当方郊外の調整区域内の農地や山林が相続税 として物納 され、国有地 となり、





実態で、行政の役割(都 市計画)の 必要性が増 してくるものと考えられる。
(埼玉県所沢市)







・①2市2町(28万 人)の 共同で一箇所のため、今後増設等が必要(火 葬場)
②寺院経営では寺院所有地に余剰がない場合、経営が難 しいケースが出てき









































・管理不良墓地(無 縁に近いものを含む)対 策、霊園内の駐車場不足(10台 分
しかない)、 霊園内のバ リアフリー化(起 伏に富んでいるため)、火葬場炉前
の混雑緩和、多くの件数 を狭 く、老朽化 した施設で行っており、おごそかな
雰囲気の中で最後のお別れをしていただくことが困難になっていること。(愛
知県名古屋市)























保が難 しいという問題が生 じるため)。(静 岡県静岡市)








意見と思 う。また核家族化が進む中で承継者の不在から生 じる無縁墳墓 も増









・ペ ット霊園と散骨の問題がる。ペ ット霊園の需要が今後増えると予想 される
19
が、許可制にしないと、無秩序にで きてしまう可能性があるので、検討課題
であると思 う。散骨も、ペ ット霊園 と同様に、今後の検討課題である。(長野
県上田市)
近畿地区一20件





























保が困難 となる恐れがある。古 くからの慣習 と新 しい考え方が混在 し、多様
































ペースが少なく道路に駐車される場合がある　 ③自然を利用 しており雑草 ・
樹木等の維持が大変である(年3回 草刈)　 ④開放式墓地のため区域外から




























































　墓がある(墓 地)。施設の老朽化による維持補修費の増大(火 葬場)。(北 九州
　市)
・火葬件数が年々増える傾向にあるが、平成17年10月 に市町村合併を行ったこ
















































































⑦ その他(対 応策を記入 してください。
Q7　 都市地域の墓地需要に対 して、最近合葬墓(合 祀墓、共同墓)を 設置 し
　　　ているところがありますが、現在、貴市では合葬墓を設置していますか。




A　 ① はい 　 　 　 ② いいえ 　 　 　 ③ 検討している
　　　④ 検討したいと考 えている
Q9　 仮に 「有期限使用」 とするなら、何年が適当だと考えますか。




















　　　②(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )と 併設である。
Q13　 墓地、火葬場、斎場等について改修や新設の計画がありますか。複数回
　　　答も可能です。
A　 ① 墓地 　 　 　 ② 火葬場 　 　 　 ③ 斎場等






























































































































































































































既存 の菖短 や墓■の リニ ュー アルや リユー ス
共同墓や合祀墓による対応策が良い
菖壇便鰐聖腐嗣曜・【して緬願駕咽システムを梶屡▼る














Q7合 葬墓(合 祀墓、共同墓)を 設置していま
すか
遇択項目
はい
いいえ
検討中である
無回答
合計
人数
10
167
22
12
211
構成比
4.7%
79.1%
10.4%
5.7%
100.0%
35
Q8無 縁墓の増大や墓地経営上等の課題から墓
地循環利用システムとして、墓地の有期限使用
をされていますか
遺択項目
はい
いいえ
検討している
検討したいと考えている
無回答
合計
人数
7
177
2
5
20
211
構成比
3.3%
　 ..
0.9%
2.4%
　 .,
100.0%
Q9墓 地の有期限使用するなら何年が適当と考
えますか
遇択項目
15年 未満
20年
25年
30年
31年 以上50年 未満
50年 以上
無回答
合計
人数 構成比
18 .　 .
14 6.6%
9 4.3%
32 15.2%
34 16.1
43 20.4%
61 28.9%
211100.0%
36
墓地や葬送の変化と人口10万以上都市の公営墓地 ・火葬場等に関する動向
Q10-1自 然葬についてどう思われますか
選択填圏
薯地形態の多様性を認めるべきである
公共的墓園では設けるべきでない
賛同できない
個人の問題領域である
その他
無回答
合計
人数
54
74
18
70
17
18
251
携成比
21.5%
29.5%
7.2%
27.9%
.:・.
7.2%
100.0%
Q11火 葬場を持っていますか
遇択項目
はい
いいえ
他の団体と共同利用施設を持っている
無回答
合計
人数
152
18
40
1
aii
構成比
72.0%
.　 .
19つ%
0.5%
100.0%
37
Q12　 火葬場を持っている場合、単独施設です
か それとも墓地や斎場(葬 式が可能な施設な
ど)と 併設ですか
灘択填霞
単独施設である
併設施設である
無回答
合計
人数
100
93
18
211
犠成比
47.4%
..
.　 .
100.0%
Q13-1墓 地、火葬場、斎場等について改修や
新設 の計画があ りますか
選択環罠
墓地
火葬場
斎場等
どの施設の計画もない
無回答
合計
人数
40
53
20
122
0
235
纏戒比
17.0%
22.6%
8.5%
51.9%
o.o%
100.0%
38
墓地や葬送の変化と人口10万以上都市の公営墓地 ・火葬場等に関する動向
Q14墓 地、火葬場、斎場等について市民アン
ケー ト調査等 を実施されたことがありますか
選択項目
はい
いいえ
無回答
合計
人数
43
165
3
211
構成比
20.4%
78.2%
1.4
100.0%
39
